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調査研究の概要 

 

背景 

 地球温暖化対策の方法として、CO2 分離回収・貯留技術（以下 CCS という。Carbon 
dioxide Capture&Storage）に期待がかかっている。CCS は、現在、排ガスから回収した

CO2 を、GL-800m 以深の遮蔽層下位の貯留層 (砂層など )に、超臨界状態で注入し貯留する

概念が主流であるが、CO2 の分離・回収および輸送に大きなコストがかかっている。一方、

CO2 をマイクロバブル化してアルカリ水中で噴射すると、急速に CO2 の溶解が進行し、ア

ルカリ溶液を中和することが可能であることが簡単な実験により確認されている。マイク

ロバブルは、水質浄化、土壌浄化から石油随伴水の処理にまで用いられている様々な特徴

を持った微細気泡である。浄化や汚染処理システムは通常地上設備として、タンクとその

他の機械設備とで構成され、大規模なものでは広い敷地も必要となるのが現状であり、課

題となっている。  
 

目的 

CO2 地中中和処理は、石灰岩層内において、ボーリング孔を通じて、マイクロバブルに

よって直接 CO2 を溶解させた溶解水を注入し、石灰岩層を中和槽とするものである。大規

模な地上設備を必要とせず、地中で CO2 を中和処理することが可能であることを示すとと

もに中小規模排出源近傍で実施することが可能になれば、圧入と輸送のコスト削減に繋が

ることから、CO2 を地中中和処理する成立性を検討するものである。  
 本年度は、特に、①CO2 中和処理能力の検討、②室内岩石ブロックの通液試験結果の検

討、③実証実験に向けたモニタリングシステムの立案について検討を進めた。  
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